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は
じ
め
に

一

石
橋
長
英
の
渡
独
と
草
案
の
作
成

二

協
定
締
結
当
事
者
の
選
定

お
わ
り
に

は
じ
め
に

一
九
三
九
年
六
月
二
日
、
外
務
省
の
外
務
大
臣
応
接
室
に
お
い
て
、「
日

独
医
事
協
定

）
�
（

」
の
調
印
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
協
定
は
日
本
側
の
締
結
当

事
者
を
日
独
医
学
協
会
と
し
、
ま
た
ド
イ
ツ
側
の
当
事
者
を
全
国
医
師
院

（3FJDITÅS[UFLBN
N
FS

）
と
し
て
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
協
定
文
は
一
七
カ

条
か
ら
成
っ
て
お
り
、
日
独
の
医
学
、
医
術
、
保
健
並
び
に
社
会
施
設
等
を
通
じ

て
両
国
医
師
間
の
友
好
関
係
を
緊
密
に
す
る
こ
と
を
最
大
の
目
的
と
し
た
も
の

で
、
前
年
に
締
結
し
た
日
独
文
化
協
定
に
引
き
続
く
協
定
と
し
て
、
日
独
間
の
交

流
を
拓
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た）

�
（

。

こ
れ
ま
で
に
、
日
独
医
事
協
定
に
つ
い
て
触
れ
た
論
考
は
Ｅ
・
ク
ラ
ー
ス
や

Ｈ
・
ビ
ー
バ
ー
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
が）

�
（

、
ご
く
わ
ず
か
に
言
及
さ
れ
る

に
留
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
本
協
定
文
が
編
綴
さ
れ
て
い
る
外
務
省
記
録

#�������+�(
�

「
日
、
独
文
化
協
定
並
医
事
取
極
関
係
一
件
」
を
も
と
に
、
協
定

締
結
の
経
緯
、
ま
た
締
結
当
事
者
の
選
定
に
関
す
る
史
料
を
取
り
上
げ
る
。

な
お
、「
日
、
独
文
化
協
定
並
医
事
取
極
関
係
一
件
」
の
目
次
は
「（
一
）
文
化

協
定
関
係
」、「（
二
）
医
事
取
極
関
係
」、「（
三
）
新
聞
切
抜
」
の
三
部
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
本
稿
で
は
「（
二
）
医
事
取
極
関
係
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
、
日
独
医

事
協
定
締
結
の
経
緯
お
よ
び
そ
の
内
容
の
調
整
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
、
同
時

代
の
日
本
の
医
学
関
係
者
ら
が
医
学
雑
誌
に
投
稿
し
た
記
事
な
ど
を
参
照
し
な
が

ら
、
政
治
的
背
景
お
よ
び
、
本
件
に
関
与
し
た
医
学
関
係
者
の
活
動
、
ま
た
外
務

省
側
に
お
け
る
協
定
の
位
置
付
け
な
ど
を
考
慮
し
、
本
協
定
の
草
案
作
成
お
よ
び

締
結
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一

石
橋
長
英
の
渡
独
と
草
案
の
作
成

日
独
医
事
協
定
締
結
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
日
独
医
学
協
会
会
長
を
務
め
る

史
料
紹
介日

独
医
事
協
定
関
係
史
料

草
案
作
成
と
締
結
経
緯

岩
間

有
希
奈
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石
橋
長
英

）
�
（

の
渡
独
で
あ
っ
た
。
石
橋
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
一
時
冷
え

切
っ
た
日
独
関
係
を
再
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
一
九
三
四
年
に
国
際
医
学
協
会
を

設
立
し
、
日
独
間
を
中
心
と
し
た
学
術
的
交
流
を
展
開
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ

た
。
石
橋
は
一
九
三
六
年
一
一
月
一
四
日
に
日
独
医
学
協
会
を
設
立
し
、
本
格
的

に
交
流
活
動
を
行
っ
た）

�
（

。
そ
の
代
表
的
な
活
動
と
し
て
、
一
九
三
八
年
四
月
に
ド

イ
ツ
よ
り
元
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
総
長
で
細
菌
学
者
の
パ
ウ
ル
・
ウ
ー
レ
ン
フ
ー

ト
（1BVM�5IFPEPS�6

IMFOIVUI

）
を
日
本
へ
招
聘
し
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
講
演
会
開
催
に
伴
い
、
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
以
前
に
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
た

日
本
人
医
師
た
ち
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
創
出
さ
れ
、
再
度
、
医
学
を
通
じ

て
日
独
間
交
流
の
深
化
が
図
ら
れ
た）

�
（

。

「（
二
）
医
事
取
極
関
係
」
の
冒
頭
二
ペ
ー
ジ
目
か
ら
始
ま
る
、
石
橋
長
英
の
名

で
記
さ
れ
た
文
書
「
日
独
医
事
協
定
締
結
交
渉
経
緯
」【
史
料
一
】
に
お
い
て
、

一
九
三
八
年
九
月
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労

働
者
党
（
ナ
チ
党
）
の
第
一
〇
回
党
大
会
に
、
石
橋
が
賓
客
と
し
て
招
待
さ
れ
、

そ
こ
で
全
国
医
師
指
導
者
（3FJDITÅS[UFGÛISFS

）
の
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー

グ
ナ
ー
（(

FSIBSE�8
BHOFS

）
よ
り
日
独
医
事
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
提
案
さ

れ
た
旨
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
の
作
成
年
月
日
に
つ
い
て
記
載
は
無
い

が
、
内
容
か
ら
石
橋
が
帰
国
後
に
本
件
を
外
務
省
へ
持
ち
込
む
際
に
作
成
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
で
は
、
こ
の
時
ド
イ
ツ
側
の
医
師
の
中
に
、
す
で
に
訪
日
経
験
の
あ
る

人
物
が
二
人
同
席
し
て
い
た
こ
と
も
付
記
さ
れ
て
い
る
。
一
人
は
前
年
四
月
に

日
本
へ
招
聘
さ
れ
た
前
述
の
ウ
ー
レ
ン
フ
ー
ト
と
、
も
う
一
人
は
グ
ラ
イ
フ
ス

ヴ
ァ
ル
ト
大
学
教
授
で
皮
膚
科
医
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
リ
ヒ
タ
ー
（8

JMIFMN
�

3JDIUFS

）
で
あ
っ
た）

�
（

。
リ
ヒ
タ
ー
も
日
独
軍
医
団
の
一
人
と
し
て
日
本
に
派
遣

さ
れ
、
日
本
軍
の
衛
生
施
設
な
ど
の
視
察
を
経
験
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
石
橋
は

こ
の
二
人
と
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
、
全
国
医
師
院
の
幹
部
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
侍
医
ら
と
の

食
事
会
に
参
加
し
た
後
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
よ
り
日
独
医
学
の
提
携
に
関
す
る
協
定

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
と
い
う
。
石
橋
は
日
独
間
の
伝
統
的
関
係
に
基
づ

き
、
よ
り
一
層
の
提
携
・
協
力
の
必
要
性
を
述
べ
、
賛
同
を
示
し
た
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

協
定
の
具
体
的
内
容
の
調
整
に
つ
い
て
は
、全
国
医
師
院
の
外
国
部
長
カ
ー
ル
・

へ
ー
デ
ン
カ
ン
プ
（,

BSM�)
BFEFOLBN

Q

）
と
直
接
折
衝
す
る
運
び
と
な
り
、

党
大
会
終
了
後
に
石
橋
は
ベ
ル
リ
ン
医
師
院
の
事
務
所
に
ヘ
ー
デ
ン
カ
ン
プ
を
訪

ね
た
。
草
案
の
作
成
は
九
月
一
三
日
に
実
施
さ
れ
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
協
議
が

行
わ
れ
、
引
き
続
き
一
六
日
、
一
八
日
に
も
追
加
修
正
点
に
関
し
て
調
整
が
重
ね

ら
れ
た）

�
（

。
そ
の
際
、
へ
ー
デ
ン
カ
ン
プ
に
対
し
て
石
橋
は
、
日
独
医
事
協
定
の
締

結
に
つ
い
て
、こ
の
時
点
で
ま
だ
締
結
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
日
独
文
化
協
定
の「
予

備
工
作
」
と
し
て
日
独
医
事
協
定
を
締
結
し
、
将
来
的
に
文
化
協
定
に
編
入
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
ヘ
ー
デ
ン
カ
ン
プ
も
賛
同
を
示
し
た
旨

が
報
告
さ
れ
て
い
る）

�
（

。

日
独
文
化
協
定
が
締
結
さ
れ
た
の
は
一
九
三
八
年
一
一
月
二
五
日
で
あ
り
、
石

橋
が
ド
イ
ツ
で
日
独
医
事
協
定
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
た
時
期
は
二
か
月
以
上
前

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
日
独
医
事
協
定
は
文
化
協
定
の
一
事
業
と
い

う
位
置
付
け
で
締
結
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
の
、
本
来
は
日
独
文
化
協
定
を
先
導
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す
る
形
で
医
事
協
定
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
点
が
、
石
橋
の
「
日

独
医
事
協
定
締
結
交
渉
経
緯
」
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
日
独
医
事
協
定
関
連

の
文
書
が
、
日
独
文
化
協
定
と
同
じ
簿
冊
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
の
理

由
と
し
て
、
こ
の
二
つ
の
協
定
締
結
の
背
景
に
以
上
の
よ
う
な
関
連
性
が
あ
る
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。

外
務
省
に
お
い
て
日
独
医
事
協
定
を
担
当
し
た
の
は
、
文
化
事
業
部
第
二
課
の

外
務
事
務
官
、箕
輪
三
郎
で
あ
っ
た
。
箕
輪
が
記
し
た
文
書【
史
料
二
】に
よ
れ
ば
、

石
橋
は
帰
国
し
た
後
、
年
末
頃
に
文
化
事
業
部
に
こ
の
件
を
持
ち
込
ん
だ
と
さ
れ

て
い
る
。
当
初
、
石
橋
は
第
二
課
の
課
長
で
あ
っ
た
市
河
彦
太
郎
に
協
定
締
結
の

話
を
提
示
し
た
も
の
の
、
市
河
が
長
期
間
欠
勤
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
事
務

官
の
箕
輪
に
こ
の
件
が
委
ね
ら
れ
た
。

日
独
間
の
文
化
協
定
締
結
以
前
に
、
外
務
省
は
一
九
三
八
年
一
一
月
に
初
と
な

る
包
括
的
文
化
協
定
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
締
結
し
て
お
り
、
こ
れ
に
際
し
て
所
管
の

文
化
事
業
部
が
文
化
協
定
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
際
、
調
査

の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
の
が
箕
輪
で
あ
り
、
一
九
三
八
年
に
国
際
文
化
事
業
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
第
一
五
編
『
外
交
の
新
し
き
指
標
―
―
文
化
協
定
の
話
―
―
』
を
通

し
て
、
国
際
的
な
文
化
協
定
事
業
の
意
義
や
効
用
に
つ
い
て
報
告
し
た）

ø÷
（

。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
日
独
間
の
医
事
協
定
の
締
結
は
、
当
時
の
外
務
省
の
中
で
文
化
協
定

政
策
に
精
通
し
た
人
物
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

当
時
の
日
本
の
対
外
関
係
か
ら
も
、
文
化
協
定
政
策
に
重
要
な
意
義
が
付
与
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
九
三
一
年
九
月
の
満
州
事
変
、
そ
し
て

三
三
年
の
国
際
連
盟
脱
退
に
よ
っ
て
、
日
本
は
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
ワ
シ
ン

ト
ン
体
制
の
破
壊
に
踏
み
出
し
、国
際
的
孤
立
を
深
め
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
箕
輪
は
日
本
へ
の
「
野
蛮
さ
」
や
「
暴
力
的
」
な
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
国
際
主
義
的
行
動
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
文

化
協
定
は
名
称
の
通
り
あ
く
ま
で
も
「
文
化
的
」
な
も
の
で
あ
り
、
枢
軸
国
同
士

に
限
ら
ず
、
様
々
な
国
家
と
の
締
結
が
可
能
な
協
定
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た）

øø
（

。

同
時
期
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
外
相
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ノ
イ

ラ
ー
ト
（,

POTUBOUJO�WPO�/
FVSBUI

）
に
よ
っ
て
親
中
政
策
が
推
進
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
一
九
三
八
年
二
月
に
ノ
イ
ラ
ー
ト
が
失
脚
す
る
と
、
次
の
外
相

ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ
ン
・
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
（+PBDIJN

�WPO�3JCCFOUSPQ

）

に
よ
っ
て
そ
の
方
針
は
覆
さ
れ
、
親
日
路
線
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
以
前
よ
り
リ
ッ

ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
は
独
自
の
外
交
を
非
公
式
に
展
開
し
て
お
り
、
ベ
ル
リ
ン
駐
在
日

本
大
使
で
陸
軍
中
将
の
大
島
浩
と
の
接
近
に
よ
っ
て
、
二
重
外
交
が
継
続
さ
れ
る

に
至
っ
た）

øù
（

。
日
独
医
事
協
定
に
つ
い
て
も
、
交
渉
経
緯
の
文
書
を
見
る
限
り
、
石

橋
か
ら
外
務
省
側
に
対
し
て
事
後
報
告
の
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
事
前
に
外
務
省

側
へ
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

一
九
三
八
年
頃
の
外
務
省
文
化
事
業
部
で
は
、
文
化
協
定
の
締
結
事
業
を
軸
に

国
際
的
孤
立
の
回
避
が
模
索
さ
れ
て
お
り
、
日
独
医
事
協
定
に
つ
い
て
も
こ
の
文

化
協
定
の
事
業
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
医
学
関
係
者
ら
が
当

初
発
揮
し
よ
う
と
し
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
文
化
協
定
の
枠
組
み
の
中
に
収
め

ら
れ
た
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

協
定
締
結
当
事
者
の
選
定
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日
独
医
事
協
定
を
締
結
す
る
に
あ
た
っ
て
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
側
の
締

結
当
事
者
の
選
定
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
側
は
、
す
で
に
全
国
医
師
院
が
締
結
当
事

者
と
な
る
こ
と
を
決
定
事
項
と
し
て
い
た
が
、
石
橋
が
ド
イ
ツ
で
ヘ
ー
デ
ン
カ
ン

プ
ら
と
協
議
し
た
際
に
は
、日
本
側
当
事
者
は
定
ま
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

【
史
料
一
】

一
九
三
九
年
二
月
一
五
日
の
文
書
「
日
独
医
学
協
定
ニ
関
ス
ル
件
」【
史
料
二
】

に
お
い
て
、
日
本
側
の
締
結
当
事
者
候
補
と
し
て
日
本
医
師
会
の
名
が
挙
げ
ら
れ

た
も
の
の
、同
会
が
締
結
当
事
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
不
適
当
で
あ
る
と
し
て
、

以
下
の
通
り
四
点
に
分
け
て
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
第
一
に
、
日
本
医
師
会
は

開
業
医
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
組
織
で
、
主
な
事
業
は
国
内
の
厚
生
問
題
や

診
療
、
健
康
保
険
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
内
部
に
不
和
が
生
じ
て
い
る

た
め
、
対
外
関
係
に
つ
い
て
内
部
で
一
致
協
力
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

第
二
に
、
協
定
締
結
の
た
め
の
委
員
会
を
構
成
し
た
が
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
ま

た
財
政
面
も
厄
介
で
あ
り
、
さ
ら
に
日
本
医
師
会
と
委
員
会
が
こ
の
協
定
に
深
入

り
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
医
学
界
が
ド
イ
ツ
に
偏
重
し
て
い
る
印
象
を
内
外
に
与

え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
第
三
に
日
独
医
学
協
会
は
ド
イ
ツ
か
ら
の
学
者
の
招

聘
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
種
事
業
を
実
行
し
た
実
績
が
あ
り
、
日
本
の
医
学
界
に

お
い
て
も
そ
の
声
望
は
す
で
に
公
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
第
四
に
、
ド
イ

ツ
側
か
ら
も
本
協
定
の
実
施
は
日
独
医
学
協
会
に
依
頼
し
た
い
と
の
旨
が
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
ド
イ
ツ
側
が
こ
の
件
に
関
心
を
示
し
て
い
る
う
ち
に
一
日
も
早

く
成
立
し
た
い
、
と
い
う
以
上
の
理
由
が
列
挙
さ
れ
た
。

と
り
わ
け
、
第
二
の
理
由
の
中
で
、
日
本
医
師
会
が
締
結
当
事
者
と
な
る
こ

と
で
、
日
本
の
医
学
界
全
体
が
ド
イ
ツ
に
偏
重
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
可
能
性

を
懸
念
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
協
定
締
結
当
事
者
の
選
出
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
外
務
省
側
が
日
本
側
の
当
事
者
と
し
て
日
本

医
師
会
で
は
な
く
、
石
橋
率
い
る
日
独
医
学
協
会
を
認
め
た
背
景
に
は
、
対

外
的
な
要
因
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る）

øú
（

。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、

一
七
カ
条
の
協
定
文
を
有
し
た
日
独
医
事
協
定
【
史
料
三
】
は
、
一
九
三
九
年

六
月
二
日
に
全
国
医
師
院
の
へ
ー
デ
ン
カ
ン
プ
と
日
独
医
学
協
会
の
石
橋
と
の

間
で
締
結
に
至
っ
た
。

そ
の
後
、
一
九
四
二
年
七
月
九
日
に
外
務
省
で
開
催
さ
れ
た
日
独
文
化
連
絡
協

議
会
第
一
四
回
会
議
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
側
委
員
よ
り
、
ド
イ
ツ
側
の
当
事
者
が

内
務
省
の
一
局
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
日
本
側
に
も
同
格
の
国
家
レ
ベ
ル
の

組
織
に
変
更
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
お
り
、
そ
の
一
例
と
し
て
一
九
四
二
年
結
成

の
日
本
医
療
団
が
適
し
て
い
る
か
と
い
う
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、

日
本
側
は
日
本
医
療
団
が
医
師
を
統
制
す
る
団
体
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
日
独
医

学
協
会
を
統
制
す
る
機
能
を
有
し
て
い
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
適
当
で
は
な
い
と

し
て
退
け
た
。【
史
料
四
】

外
務
省
側
の
「
日
本
の
医
学
界
全
体
が
ド
イ
ツ
に
偏
重
し
て
い
る
と
み
ら
れ

る
」
と
い
う
懸
念
が
、
締
結
当
事
者
の
選
定
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も

認
め
つ
つ
、
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
日
独
医
学
協
会
が
締
結
当
事
者
と
し
て
適
当

で
あ
っ
た
こ
と
も
、
以
下
の
理
由
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
ず
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
学
術
界
に
お
け
る
動
向
に
注
目
す
る
と
、
敗
戦

国
と
し
て
学
術
界
に
お
け
る
地
位
が
低
下
し
て
い
た
ド
イ
ツ
を
救
う
た
め
、
最
初
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に
働
き
か
け
た
の
は
日
本
の
医
学
関
係
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
万
国
学
術
研
究
会
議
で
は
、
敗
戦
国
の
研
究
者
に

つ
い
て
、会
議
へ
の
加
入
や
、会
議
傘
下
の
学
会
な
ど
へ
の
参
加
が
、定
款
に
よ
っ

て
許
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た）

øû
（

。
一
九
一
八
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
万
国
学

術
研
究
会
議
発
足
の
た
め
の
王
立
協
会
主
催
の
会
議
に
お
い
て
、
日
本
代
表
と
し

て
帝
国
学
士
院
か
ら
参
加
し
た
物
理
学
者
の
田
中
舘
愛
橘
と
化
学
者
の
櫻
井
錠
二

の
二
人
は
、
旧
同
盟
国
を
排
し
て
新
た
に
国
際
的
な
団
体
を
設
立
す
る
と
い
う
決

議
に
当
初
賛
成
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
国
内
で
ド
イ
ツ
留
学
経
験
者

を
多
く
擁
す
る
医
学
界
か
ら
大
き
な
反
発
が
生
じ
た
。
医
学
者
の
長
與
又
郎
は
、

万
国
学
術
研
究
会
議
が
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
排
除
を
停
止
の
上
、
共
同
で

学
術
研
究
を
希
望
す
る
旨
を
決
議
し
、
万
国
学
術
研
究
会
議
に
伝
え
る
こ
と
を
提

案
し
、
可
決
に
至
っ
た）

øü
（

。
そ
の
他
に
も
、
日
本
側
か
ら
戦
後
の
困
窮
に
直
面
す
る

ド
イ
ツ
の
医
学
界
に
対
し
て
見
舞
金
が
送
ら
れ
、
さ
ら
に
は
独
墺
医
家
慰
問
会
を

設
立
し
て
組
織
的
に
寄
付
金
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
日
本
の
医
学
界
の

活
動
に
よ
っ
て
、
日
本
人
医
学
生
の
ド
イ
ツ
留
学
も
本
格
的
に
再
開
さ
れ
た）

øý
（

。
石

橋
が
中
心
と
な
っ
て
日
独
医
学
協
会
の
前
身
と
な
る
国
際
医
学
協
会
を
設
立
し
た

の
は
、
こ
の
最
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
日
独
医
学
協
会
と
い
う
組
織
は
、
ド
イ
ツ
留
学

経
験
の
あ
る
医
学
者
の
集
団
で
あ
り
、
ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
日
独
間
学
術

交
流
を
再
興
隆
さ
せ
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て

い
た
と
い
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、日
独
医
事
協
定
を
締
結
す
る
に
あ
た
っ
て
、

外
務
省
と
日
独
医
学
協
会
の
両
者
の
思
惑
が
一
致
し
て
い
た
上
、
日
独
医
学
協
会

は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
中
断
し
た
日
独
間
の
医
学
者
交
流
の
再
開
を
確

実
に
後
押
し
し
た
団
体
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
取
り
上
げ
た
日
独
医
事
協
定
の
締
結
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
史
料
か

ら
、
以
下
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

ま
ず
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
日
独
間
の
交
流
の
舞
台
裏
に
は
、
外
交
官
や
軍

部
が
主
導
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
医
学
界
か
ら
も
ド
イ
ツ
側
へ
の
積
極

的
な
働
き
か
け
が
存
在
し
て
い
た
。
本
史
料
は
、
医
学
者
同
士
の
日
独
間
交
流
が

協
定
締
結
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
独

文
化
協
定
の
「
予
備
工
作
」
と
し
て
日
独
医
事
協
定
の
締
結
を
先
導
し
よ
う
と
し

て
い
た
様
子
か
ら
、
日
独
間
の
文
化
交
流
の
先
駆
者
と
し
て
の
医
学
関
係
者
た
ち

の
自
負
が
垣
間
見
え
る
史
料
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦

以
前
に
ド
イ
ツ
留
学
を
経
験
し
た
医
学
関
係
者
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
う
か
が
え

る
。
と
り
わ
け
、
外
務
省
関
係
者
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
日
独
の
医
学
関
係
者
同

士
で
協
定
の
草
案
の
大
部
分
を
作
成
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
顕
著
に
現
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
外
交
に
積
極
的
に
関
与
し
よ
う
と
す
る
医
学
者
た
ち
が
政
治
性
を
帯
び

た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
一
方
で
、
ド
イ
ツ
と
の
距
離
感
を
保
ち
つ
つ
、
日

本
の
文
化
的
な
面
を
対
外
的
に
宣
伝
し
よ
う
と
努
め
る
外
務
省
側
が
、
医
学
関
係
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者
を
文
化
協
定
の
枠
組
み
に
組
み
込
み
な
が
ら
締
結
を
進
め
よ
う
と
す
る
様
相
が

見
受
け
ら
れ
る
史
料
で
も
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
日
独
医
事
協
定
は
、
既
述
の
と
お
り
こ
れ
ま
で
日
独
文
化

協
定
の
一
事
業
と
し
て
わ
ず
か
に
言
及
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
締
結
経
緯
に

つ
い
て
の
史
料
を
改
め
て
考
察
す
る
と
、
そ
の
現
場
に
は
医
学
関
係
者
と
い
う
忘

却
さ
れ
た
ア
ク
タ
ー
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
今
後
、
日
独
交
流
の
歴
史
を
新
た

な
角
度
か
ら
再
検
討
す
る
際
、
本
史
料
は
有
益
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）
協
定
の
正
式
名
称
は
「
日
本
国
独
逸
国
間
文
化
関
係
ノ
完
成
ヲ
目
的
ト
ス
ル
日
独

両
国
医
師
ノ
協
力
ニ
関
ス
ル
財
団
法
人
日
独
医
学
協
会
及
独
逸
国
医
師
院
間
取

極
（7
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JTDIFO�%

FVUTDIMBOE�VOE�
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）」、「
日
独
医
学
協
定
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

（
２
）「
日
独
医
学
協
定
正
式
に
成
立

両
国
医
師
の
友
好
益
々
緊
密

六
月
二
日
外
務
省
で

調
印
式
挙
行
」（『
医
海
時
報
』
二
三
三
六
、一
九
三
九
年
）
二
六
頁
。

（
３
）
ク
ラ
ー
ス�&�

「
二
つ
の
世
界
戦
争
の
は
ざ
ま
で

一
九
二
〇
～
一
九
三
九
年
／%

JF�

;FJU�[X
JTDIFO�EFO�8

FMULSJFHFO����������

」（
ク
ラ
ー
ス�&�

、
比
企
能
樹

編
『
日
独
医
学
交
流
の
三
〇
〇
年

300 Jahre deutsch-japanische Beziehungen in 

der M
edizin

』
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
・
フ
ェ
ア
ラ
ー
ク
東
京
、
一
九
九
二
年
）
五
九
頁
。

�����#
JFC
FS�)

BO
T�+PBDI

JN
�� SS und Sam

urai : D
eutsch-japanische 

K
ulturbeziehungen 1933-1945,�*VEJDJVN

������Q���������

（
４
）
石
橋
長
英
（
一
八
九
三
～
一
九
九
〇
）
は
、
一
九
一
八
年
に
東
京
帝
国
大
学
医
学

部
を
卒
業
後
、
東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
（
現
東
京
女
子
医
科
大
学
）、
日
本
医
学

専
門
学
校
（
現
日
本
医
科
大
学
）
で
教
鞭
を
執
っ
た
後
、
小
児
科
医
と
し
て
開
業
。

一
九
三
四
年
に
国
際
医
学
協
会
を
設
立
以
降
、
医
学
者
の
国
際
交
流
に
携
わ
る
。
石

橋
長
英
『
石
文
記
』
ス
ズ
ケ
ン
、
一
九
八
四
年
、
九
〇
頁
、
五
〇
九
頁
。

（
５
）
日
独
医
学
協
会
の
顧
問
お
よ
び
賛
助
員
に
は
、
細
菌
学
者
の
稲
田
龍
吉
や
内
科
学
の

基
礎
を
築
い
た
入
澤
達
吉
、
東
京
帝
国
大
学
総
長
で
病
理
学
者
の
長
與
又
郎
な
ど
、

当
時
の
医
学
界
を
代
表
す
る
名
が
並
ん
で
い
た
。
石
橋
長
英
「
日
独
医
学
協
会
創
立

一
周
年
を
迎
へ
て
」『
鉄
門
』（
一
六
（
二
）
別
冊
、
一
九
三
七
年
）
九
八
頁
。

（
６
）『
週
刊
医
界
展
望

ウ
ー
レ
ン
フ
ー
ト
教
授
来
朝
記
念
特
集
号
』（
一
七
二
、一
九
三
八

年
）
五
頁
。

一
九
三
八
年
以
降
の
石
橋
と
ウ
ー
レ
ン
フ
ー
ト
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳

述
さ
れ
て
い
る
。『
石
文
記
』
前
掲
、
一
八
〇
～
一
八
四
頁
。

（
７
）
二
〇
一
一
年
よ
り
、
ナ
チ
期
に
お
け
る
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
大
学
の
国
民
社
会
主

義
へ
の
関
与
に
つ
い
て
体
系
的
な
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

紹
介
サ
イ
ト
内
に
、
リ
ヒ
タ
ー
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

IUUQT���OT�[FJU�VOJ�HSFJGTX
BME�EF�FO�QSPKFLU�QFSTPOFO�SJDIUFS�
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（
最
終
確
認
二
〇
二
四
年
一
二
月
一
九
日
）

（
８
）
外
務
事
務
官
の
箕
輪
は
、
石
橋
が
持
ち
帰
っ
た
日
独
医
事
協
定
の
草
案
に
つ
い
て
、

日
独
医
事
協
定
締
結
一
周
年
を
記
念
し
た
講
演
の
中
で
、「
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
日
独

文
化
協
定
の
趣
旨
に
基
づ
く
細
目
的
取
極
め
と
す
る
」
こ
と
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
一
九
四
〇
年
七
月
に
は
日
独
医
事
協
定
に
基
づ
く
最
初

の
医
学
使
節
団
を
組
織
し
、
渡
独
す
る
こ
と
が
一
周
年
講
演
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て

い
た
。
箕
輪
三
郎
「
日
本
の
対
独
文
化
事
業
」（
日
独
医
学
協
会
編
『
日
独
医
学
協

定
締
結
一
周
年
記
念
講
演
集
』
日
独
医
学
協
会
、
一
九
四
〇
年
）
六
五
頁
。

（
９
）
ヘ
ー
デ
ン
カ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
州
医
師
会
主
催
の
も
と

で
開
催
さ
れ
た
展
示
「%

FS�8
FSU�EFT�.

FOTDIFO��.
FEJ[JO�JO�%

FVUTDIMBOE�

���������

（
人
間
の
価
値
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
ド
イ
ツ
医
学
）」

に
お
い
て
、
一
九
三
三
年
以
降
、
医
学
界
の
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
排
除
を
先
導
し
た
人
物

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。1SPTT�$

ISJTUJBO��"
MZ�(

ÖU[�� D
er W

ert des 

M
enschen: M

edizin in D
eutschland 1918-1945�&EJUJPO�)

FOUSJDI������Q�����

　
　

ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
以
下
の
研
究
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
。,

SBWFU[�.
FMJTTB�� W

om
en D

octors in W
eim

ar and N
azi G

erm
any: 

M
aternalism

, Eugenics, and Professional Identity,  6
OJWFSTJUZ�PG�5PSPOUP�

1SFTT������Q�����������

（
��
）
箕
輪
が
続
い
て
発
表
し
た
論
文
「
国
際
文
化
協
定
概
説
」（『
法
学
協
会
雑
誌
』
第

五
六
巻
第
六
号
）
に
つ
い
て
、
東
京
帝
国
大
学
の
国
際
法
学
者
で
あ
っ
た
安
井
郁
は
、

世
界
中
の
ど
の
国
際
法
学
者
の
論
文
よ
り
も
纏
め
ら
れ
て
い
る
と
高
く
評
価
し
た
と

い
う
。
清
水
雅
大
『
文
化
の
枢
軸

戦
前
日
本
の
文
化
外
交
と
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
』（
九

州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）
二
四
頁
。

（
��
）
同
右
、
二
九
～
三
一
頁
。

（
��
）
同
右
、
五
三
～
五
五
頁
。

（
��
）
日
独
医
学
協
定
締
結
に
つ
い
て
特
集
し
た
記
事
内
で
、
日
本
側
の
締
結
当
事
者
を
日

本
医
師
会
で
は
な
く
民
間
の
一
団
体
で
あ
る
日
独
医
学
協
会
が
担
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
日
本
医
師
会
の
力
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
指
摘
が
な
さ

れ
て
い
る
。
日
本
の
医
学
界
が
ド
イ
ツ
の
み
に
偏
重
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
外

務
省
側
の
意
図
は
、
医
学
関
係
者
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
那

須
久
憲
「
日
独
医
学
協
定
の
全
貌
」（『
医
療
及
保
健
』
四
（
六
）、
一
九
三
九
年
）

四
六
～
四
七
頁
。

（
��
）
岡
本
拓
司
「
第
一
次
大
戦
後
の
科
学
界

ド
イ
ツ
人
排
斥
と
日
本
の
科
学
者
」（『
数

理
科
学
』
五
一
（
六
）、
二
〇
一
三
年
）
七
一
頁
。

（
��
）
一
九
二
〇
年
当
時
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
は
す
で
に
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
日
本

人
留
学
生
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
す
る
医
学
、
薬
学
、

工
学
、
法
学
な
ど
の
分
野
の
留
学
生
な
ど
が
所
属
す
る
「
伯
林
日
本
人
会
」
も
ま
た
、

将
来
的
な
日
独
関
係
の
修
復
を
目
的
と
し
て
、
帝
国
学
士
院
に
向
け
、
万
国
学
術
研

究
会
議
の
決
議
に
関
す
る
反
対
運
動
を
行
っ
て
い
た
。「
伯
林
日
本
人
会
決
議
帝
国

学
士
院
に
電
請
し
来
る
」（『
医
海
時
報
』
一
三
六
七
、一
九
二
〇
年
）
一
三
五
〇
頁
。

（
��
）
岡
本
拓
司

前
掲
、
七
三
～
七
四
頁
。
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【
史
料
】

<
凡
例>

一
、

以
下
の
史
料
は
、
当
館
所
蔵
史
料
の
「
日
、
独
文
化
協
定
並
医
事
取
極

関
係
一
件
」
よ
り
一
部
を
抜
粋
し
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
公
開
さ
れ
て
お

り
、
各
史
料
の
冒
頭
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
や
画
像
番
号
等
の
情
報

を
記
載
し
て
い
る
。

二
、

原
則
と
し
て
旧
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

三
、
〔
〕
内
に
お
い
て
史
料
情
報
を
追
記
し
た
。

【
史
料
一
】

〔「
日
、
独
文
化
協
定
並
医
事
取
極
関
係
一
件��

２
．
医
事
取
極
関
係
分
割
１
」

+"
$
"
3

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）3FG�#�����������

（
第
三
一
～

三
八
画
像
目
）、日
、独
文
化
協
定
並
医
事
取
極
関
係
一
件
（#�������+�(

�

）（
外

務
省
外
交
史
料
館
）〕

〔
封
筒
〕

日
独
医
学
協
定
締
結
交
渉
経
緯
（
箕
輪
の
印
）

〔
本
文
〕

石
橋
長
英

昭
和
十
三
年
七
月
十
八
日
余
は
日
独
医
学
協
会
を
代
表
し
て
渡
独
し
日
独
医
学

の
伝
統
的
関
係
の
強
化
促
進
に
資
せ
ん
と
し
て
日
独
医
学
親
善
講
演
旅
行
の
傍
ら

本
協
会
の
今
後
の
事
業
其
他
に
就
き
独
逸
医
界
各
方
面
と
種
々
交
渉
協
議
し
た
。

九
月
初
旬
ナ
チ
ス
党
大
会
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
総
統
の
招
待
に
よ
り
賓
客
と

し
て
参
列
し
た
。
其
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
ク
滞
在
中
同
月
九
日
独
逸
国
医
師

院
（3

FJDIJTÅS[UFLBN
N
FS

）
の
指
導
統
監
ド
ク
ト
ル
・
ワ
グ
ナ
ー
氏

（3
FJDITÅS[UFGÛISFS�%

S��8
BHOFS

）
が
特
に
余
の
為
め
に
晩
餐
会
を
催
さ

れ
た
。

其
際
元
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
総
長
ウ
ー
レ
ン
フ
ー
ト
博
士
並
に
グ
ラ
イ
フ
ス
ワ

ル
ド
大
学
教
授
リ
ヒ
タ
ー
博
士
も
共
に
列
席
し
た
。
因
に
ウ
ー
レ
ン
フ
ー
ト
博
士

は
昨
年
四
月
我
が
日
独
医
学
協
会
の
招
聘
に
依
り
来
朝
、
各
地
大
学
に
於
て
講
演

を
行
ひ
且
つ
医
学
界
各
方
面
に
亘
り
見
学
し
又
リ
ヒ
タ
ー
博
士
は
訪
日
独
逸
軍
医

団
の
一
員
と
し
て
派
遣
せ
ら
れ
我
国
に
於
け
る
各
衛
生
施
設
及
び
日
支
事
変
の
第

一
線
に
於
け
る
我
が
軍
陣
衛
生
を
も
親
し
く
視
察
さ
れ
た
。

当
日
我
々
は
先
づ
ナ
チ
ス
党
副
総
理
ヘ
ス
氏
に
引
見
さ
れ
た
。
同
氏
は
『
独
逸

は
日
本
か
ら
医
学
の
上
に
於
て
特
に
伝
染
病
の
研
究
と
疾
病
の
予
防
に
就
て
学
ば

ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
多
い
』
旨
を
述
べ
ら
れ
、
前
記
両
博
士
も
親
し
く
見
聞
せ
る
日

本
に
於
け
る
医
学
の
状
況
其
他
に
就
て
交
々
語
ら
れ
た
。
食
事
を
共
に
し
た
の
は

ド
ク
ト
ル
・
ワ
グ
ナ
ー
氏
を
始
め
独
逸
国
医
師
院
の
幹
部
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
総
統
侍

医
、
前
記
両
博
士
等
で
あ
っ
た
。

食
後
ワ
グ
ナ
ー
氏
は
余
に
日
独
医
学
の
提
携
に
関
す
る
協
定
に
就
き
意
見
を
求

め
余
も
亦
従
来
の
日
独
両
国
の
医
学
の
伝
統
的
関
係
に
基
き
一
層
の
提
携
協
力
の
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必
要
な
る
旨
を
述
べ
之
に
賛
意
を
表
し
た
。
其
の
具
体
案
に
関
し
て
は
ベ
ル
リ
ン

に
於
て
独
逸
国
医
師
院
外
国
部
長
ド
ク
ト
ル
・
ヘ
ー
デ
ン
カ
ム
プ
氏
と
直
接
折
衝

さ
れ
度
し
と
て
同
席
の
ベ
ル
リ
ン
医
師
院
の
ド
ク
ト
ル
・
ハ
ウ
ボ
ル
ト
氏
に
ワ
グ

ナ
ー
氏
よ
り
そ
の
旨
が
伝
へ
ら
れ
た
。

党
大
会
の
終
了
と
共
に
ベ
ル
リ
ン
に
帰
り
先
づ
ヘ
ー
デ
ン
カ
ム
プ
氏
を
ベ
ル
リ

ン
医
師
院
の
事
務
所
に
訪
問
し
日
独
医
学
協
定
に
関
す
る
話
を
な
し
九
月
十
三
日

に
草
案
を
作
り
之
を
基
礎
と
し
協
議
す
る
事
と
な
つ
た
。

十
三
日
ホ
テ
ル
カ
イ
ザ
ー
ホ
ー
フ
に
て
正
午
よ
り
ヘ
ー
デ
ン
カ
ム
プ
氏
と
二
時

間
に
亘
り
相
談
し
た
。

其
時
同
氏
は
本
日
は
独
逸
国
医
師
指
導
統
監
ド
ク
ト
ル
・
ワ
グ
ナ
ー
氏
の
命
に

よ
り
此
の
交
渉
を
開
始
す
る
と
冒
頭
し
、
協
定
に
関
す
る
原
案
を
提
示
し
た
の
で

あ
つ
た
。
そ
こ
で
相
互
に
隔
意
な
き
意
見
の
交
換
を
な
し
協
議
を
行
ひ
二
、三
の

事
項
に
就
き
変
更
す
る
処
が
あ
つ
た
。

其
後
十
六
日
に
再
び
会
合
し
更
に
十
八
日
に
協
議
を
続
行
し
協
定
事
項
に
就
き

追
加
修
正
す
る
処
あ
り
。
余
は
本
協
定
を
し
て
将
来
締
結
さ
る
べ
き
日
独
文
化
協

定
の
予
備
工
作
た
ら
し
め
ん
と
す
る
事
の
提
案
を
な
し
之
に
対
し
て
ヘ
ー
デ
ン
カ

ム
プ
氏
も
賛
成
し
た
の
で
あ
つ
た
。

斯
く
し
て
本
協
定
條
項
に
関
し
て
は
日
本
に
於
け
る
締
約
当
事
者
並
に
修
正
を

留
保
し
て
大
体
に
於
て
相
互
に
了
解
し
た
次
第
で
あ
る
。

右
原
案
は
医
師
指
導
統
監
ワ
グ
ナ
ー
氏
の
承
認
を
経
て
サ
イ
ン
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

次
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
於
け
る
余
の
講
演
の
日
即
ち
十
月
十
四
日
に
独
逸
国

医
師
院
に
於
て
ド
ク
ト
ル
・
ヘ
ー
デ
ン
カ
ム
プ
氏
立
ち
会
ひ
の
下
に
ワ
グ
ナ
ー
統

監
と
会
見
し
種
々
意
見
の
交
換
を
な
し
原
案
に
見
る
如
く
署
名
し
一
通
は
独
逸
国

に
一
通
は
余
之
を
携
帯
し
て
帰
朝
し
た
の
で
あ
る
。

右
協
定
原
案
は
九
月
初
旬
に
作
製
さ
れ
た
る
を
以
て
日
独
文
化
協
定
締
結

（
十
一
月
二
十
五
日
）
の
以
前
な
る
為
め
前
述
の
如
く
日
独
医
学
協
定
を
日
独
文

化
協
定
に
対
す
る
予
備
工
作
と
し
将
来
之
に
編
入
せ
ん
と
す
る
意
図
を
有
し
て

居
っ
た
。

右
日
独
医
学
協
定
は
独
逸
側
に
於
て
は
独
逸
国
医
師
院
が
協
定
当
事
者
と
な
る

事
に
な
つ
て
居
り
既
に
同
国
外
務
省
の
了
解
も
済
ん
で
居
る
と
の
話
し
で
あ
つ
た

が
余
は
其
時
日
本
で
如
何
な
る
機
関
を
其
の
当
事
者
と
な
す
べ
き
や
之
は
大
に
考

慮
す
る
必
要
あ
り
と
述
べ
且
之
に
関
す
る
意
見
も
具
陳
し
た
が
之
に
対
し
其
後
外

国
部
長
ヘ
ー
デ
ン
カ
ム
プ
氏
よ
り
十
月
七
日
附
左
の
如
き
要
旨
の
書
面
に
接
し

た
。「

本
締
約
当
事
者
と
し
て
日
本
側
に
於
て
如
何
な
る
機
関
が
最
も
適
当
な
り
や

は
判
ら
な
い
が
少
く
と
も
次
の
三
つ
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
ふ
。

（
一
）
日
本
に
於
て
問
題
と
な
る
べ
き
各
種
の
機
関
（
日
独
医
学
協
会
を
含
む
）

の
発
意
に
依
り
若
く
は
少
く
と
も
貴
国
の
厚
生
大
臣
の
同
意
を
得
て
本
協

定
を
我
等
と
締
結
す
る
。

（
二
）
問
題
と
な
る
べ
き
各
団
体
若
く
は
各
機
関
の
協
力
の
下
に
一
つ
の
委
員
会

を
作
り
之
が
我
等
と
本
協
定
を
締
結
す
る
。

（
三
）
日
独
医
学
協
会
が
我
等
と
本
協
定
を
締
結
し
爾
余
の
問
題
と
な
る
べ
き
各

団
体
若
く
は
各
機
関
が
之
に
加
入
す
る
。
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何
れ
に
せ
よ
本
協
定
の
実
施
は
日
本
側
に
於
て
は
日
独
医
学
協
会
の
掌
中
に
在

る
事
が
有
効
で
あ
り
且
つ
希
望
す
る
処
で
あ
る
。」

【
史
料
二
】

〔「
日
、
独
文
化
協
定
並
医
事
取
極
関
係
一
件��

２
．
医
事
取
極
関
係
分
割
１
」

+"
$
"
3

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）3FG�#�����������

（
第
三
九
～

四
三
画
像
目
）、日
、独
文
化
協
定
並
医
事
取
極
関
係
一
件
（#�������+�(
�

）（
外

務
省
外
交
史
料
館
）〕

日
独
医
学
協
定
ニ
関
ス
ル
件

本
件
ニ
関
シ
別
添
ノ
締
結
交
渉
経
緯
ニ
ヨ
リ
協
定
草
案
ヲ
携
ヘ
帰
朝
セ
ル
石
橋

博
士
ハ
文
化
事
業
部
ヲ
訪
レ
市
河
課
長
ニ
昨
年
末
之
ガ
公
認
方
ニ
関
シ
依
頼
セ
ラ

ル
ル
処
ア
リ
タ
リ
、
其
後
同
課
長
欠
勤
永
キ
ニ
渉
ル
故
ヲ
以
テ
小
官
ニ
研
究
方
依

頼
シ
来
ラ
レ
シ
ニ
ヨ
リ
数
次
同
博
士
ト
意
見
交
換
ノ
後
同
協
定
案
ニ
多
少
ノ
改
訂

ヲ
加
ヘ
日
独
文
化
協
定
ノ
趣
旨
ニ
則
応
シ
、
其
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
、
其
ノ
実
施
事

項
ノ
一
ト
シ
テ
、
成
立
セ
シ
メ
タ
キ
趣
ヲ
以
テ
研
究
シ
来
レ
リ
、
右
ニ
関
シ
要
記

ス
ヘ
キ
点
左
ノ
通

一
、
日
独
医
学
協
会
ノ
目
的
、
構
成
、
事
業
状
況
、
財
政
事
情
等
別
添
ノ
通

因
ミ
ニ
同
協
会
ハ
原
田
積
善
会
ノ
有
力
ナ
ル
財
政
的
支
持
ヲ
受
ケ
オ
リ
会
員

ハ
学
界
、
開
業
医
中
ノ
有
力
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
全
国
的
ニ
網
羅
シ
役
員
又
有
力
者
ニ
シ

テ
石
橋
博
士
中
心
ト
ナ
リ
テ
活
発
ナ
ル
活
動
ヲ
続
ケ
タ
リ
事
業
施
行
ノ
実
力
及
結

果
頗
ル
見
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
、
目
下
財
団
法
人
設
立
準
備
中
ニ
シ
テ
之
ガ
タ
メ
原

田
積
善
会
ヨ
リ
十
万
円
ノ
寄
付
ヲ
得
ル
趣
ニ
テ
大
イ
ニ
日
独
医
学
提
携
増
強
方
企

図
シ
オ
レ
リ
。

二
、
本
協
定
案
ハ
独
逸
側
ハ
独
逸
国
医
師
院
（3FJDITÅS[UFLBN

N
FS

）
其

ノ
当
事
者
ト
ナ
リ
前
顕
交
渉
経
緯
協
定
草
案
末
記
ニ
見
ル
如
ク
日
本
側
ニ
於
テ
日

独
医
学
協
会
ニ
於
テ
異
議
ナ
ケ
レ
バ
直
チ
ニ
両
当
事
者
間
ニ
テ
署
名
シ
得
ル
モ
ノ

ト
ナ
リ
オ
レ
リ
。

石
橋
博
士
ノ
独
逸
滞
在
中
ノ
交
渉
ニ
ヨ
レ
バ
独
逸
側
ハ
本
協
定
ハ
日
独
医
学

ノ
提
携
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
是
非
日
本
側
ハ
日
独
協
会
ソ
ノ
掌
ニ
当
ラ
レ
タ

シ
ト
ノ
希
望
ナ
ル
趣
ナ
ル
モ
当
時
関
係
者
ハ
之
ヲ
将
来
締
結
サ
ル
ヘ
キ
日
独
文

化
協
定
ニ
編
入
セ
ン
ト
ス
ル
意
志
ヲ
有
シ
タ
リ
シ
ニ
ヨ
リ
是
非
右
ヲ
日
独
文
化

協
定
ノ
実
際
的
実
施
事
項
ノ
一
ト
シ
テ
成
立
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
考
フ
ル
ニ
至
リ

日
本
側
ト
シ
テ
其
ノ
内
容
及
本
邦
側
当
事
者
ノ
件
ニ
ツ
キ
当
局
ノ
認
可
ヲ
求
メ

ラ
ル
ル
ニ
至
リ
シ
次
第
ナ
リ
。（
因
ニ
独
逸
医
師
院
ハ
同
国
外
務
省
文
化
事
業
部

ノ
了
解
済
ミ
ナ
リ
）

三
、
本
協
定
ノ
性
質
ニ
モ
鑑
ミ
石
橋
博
士
ハ
関
係
者
タ
ル
厚
生
省
ノ
意
向
ヲ
モ

訊
ヌ
ル
タ
メ
木
戸
前
厚
生
相
及
広
瀬
同
次
官
ノ
意
見
ヲ
タ
ゝ
キ
タ
ル
ニ
、
右
ハ
大

イ
ニ
賛
成
ス
ヘ
キ
事
業
ニ
シ
テ
勿
論
異
議
ナ
ク
当
事
者
ハ
日
独
医
学
協
会
ト
ナ
リ

日
独
文
化
協
定
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
成
立
セ
シ
ム
ル
コ
ト
極
メ
テ
望
マ
シ
カ
ル
ヘ
シ

ト
ノ
返
事
ナ
リ
シ
由
、



日独医事協定関係史料　草案作成と締結経緯（岩間）

ʵ ��ʵ

四
、
日
本
側
当
事
者
ノ
件
ニ
関
シ
テ
ハ
同
博
士
ノ
交
渉
経
緯
中
ニ
モ
見
ユ
ル
如

ク
差
当
リ
日
本
医
師
会
、
関
係
団
体
ヨ
リ
選
出
構
成
シ
タ
ル
委
員
会
、
日
独
医
学

協
会
等
考
ヘ
ラ
ル
ル
モ
左
記
ノ
理
由
ニ
基
キ
日
独
医
学
協
会
其
ノ
当
事
者
ト
ナ
ル

コ
ト
最
モ
妥
当
ナ
リ
ト
考
ヘ
ラ
ル

イ
、
日
本
医
師
会
ハ
開
業
医
ノ
ミ
ヲ
以
テ
構
成
セ
ラ
レ
オ
リ
其
ノ
主
要
事
業
ハ
国

内
ニ
於
ケ
ル
厚
生
問
題
、
診
療
、
健
康
保
険
等
ニ
シ
テ
仄
聞
ス
ル
所
ニ
ヨ

レ
バ
内
部
的
ニ
モ
相
当
和
ニ
欠
ク
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
対
外
関
係
ニ
テ
一
致
協

力
ス
ル
ハ
困
難
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ガ
如
シ

ロ
、
委
員
会
ヲ
構
成
ス
ル
モ
容
易
ニ
意
見
纏
ラ
ザ
ル
ベ
ク
財
政
問
題
モ
頗
ル
厄

介
ナ
ル
上
、

　
　

日
本
医
師
会
、
委
員
会
等
ガ
本
協
力
ニ
深
入
リ
ス
ル
コ
ト
ハ
日
本
医
学
会
ガ

独
逸
ト
ノ
ミ
片
寄
リ
テ
提
携
ヲ
図
ル
印
象
ヲ
与
ヘ
右
ハ
内
外
ニ
対
シ
必
ス

シ
モ
好
影
響
ヲ
与
ヘ
ザ
ル
ベ
シ
、

ハ
、
日
独
医
学
協
会
ハ
学
者
招
聘
、
文
献
交
換
其
ノ
他
独
乙
側
官
民
ト
連
絡
シ

従
来
此
ノ
種
事
業
ノ
大
部
分
ヲ
実
行
シ
業
績
ヲ
挙
ゲ
ツ
ツ
ア
リ
、
日
本
医

学
会
ニ
於
ケ
ル
声
望
ハ
既
ニ
公
認
セ
ラ
レ
オ
リ
実
際
的
ニ
事
業
ヲ
発
展
セ

シ
ム
ル
財
的
人
的
要
素
ヲ
与
ヘ
オ
ル
コ
ト
、

ニ
、
独
逸
側
ニ
於
テ
モ
是
非
本
協
定
ノ
実
施
ハ
日
独
医
学
協
会
ニ
依
頼
ス
ル
コ
ト

望
マ
シ
キ
旨
ヲ
表
示
シ
オ
ル
趣
ニ
シ
テ
既
ニ
独
乙
国
内
ニ
於
テ
ハ
本
協
定
ニ

多
大
ノ
興
味
ヲ
カ
ケ
オ
リ
一
日
モ
速
カ
ニ
其
ノ
成
立
ヲ
期
待
シ
オ
レ
ル
コ
ト
、

五
、
本
協
定
ノ
締
結
ニ
ツ
キ
当
省
ノ
公
認
ヲ
得
タ
ル
上
ハ
日
独
医
学
協
会
ヨ
リ

在
京
独
大
使
館
ニ
依
頼
シ
独
逸
側
ノ
署
名
者
ヲ
定
ム
ル
様
独
逸
側
当
事
者
ニ
直
チ

ニ
交
渉
ス
ル
コ
ト
ゝ
ナ
リ
オ
レ
リ
、

六
、
尚
本
協
定
ノ
正
式
署
名
ハ
日
独
医
学
協
会
ガ
財
団
法
人
ト
ナ
リ
タ
ル
暁
ニ

ス
ベ
シ
ト
ノ
議
及
成
立
ヲ
予
定
セ
ラ
ル
ル
日
独
文
化
連
絡
協
議
会
ニ
諮
ル
ベ
シ
ト

ノ
議
ア
ル
モ
、
前
者
ハ
尚
暫
ク
時
日
ヲ
要
シ
―
認
可
ハ
確
定
シ
オ
レ
ル
モ
手
続
上

早
急
ニ
運
バ
ズ
―
折
角
独
逸
側
ニ
於
テ
乗
気
ト
ナ
リ
テ
待
望
シ
タ
レ
ル
ヲ
徒
ニ
遷

延
ス
ル
コ
ト
ハ
避
ク
ル
方
良
シ
カ
ル
ベ
ク
且
日
独
文
化
協
定
締
結
後
数
ヶ
月
ヲ
閲

シ
ソ
ノ
具
体
的
実
施
事
項
モ
ソ
ロ
〳
〵
発
表
ス
ル
方
政
策
的
ニ
モ
望
マ
シ
キ
所
ナ

ル
他
曽
ツ
テ
国
際
映
画
協
会
ガ
法
人
ニ
非
ザ
ル
ニ
当
方
ノ
了
解
ヲ
得
テ
日
独
映
画

交
換
協
定
ヲ
締
結
シ
タ
ル
例
モ
ア
リ
成
可
ク
速
ニ
成
立
セ
シ
ム
ル
方
此
ノ
際
採
ル

ベ
キ
カ
ト
思
考
セ
ラ
ル
、
後
者
ニ
付
テ
ハ
先
般
当
方
ヨ
リ
対
案
ヲ
提
出
シ
タ
ル
ニ

対
シ
未
ダ
何
等
回
答
モ
ナ
ク
何
時
成
立
ス
ル
ニ
至
ル
ヤ
知
レ
ザ
ル
上
同
協
議
会
ニ

テ
種
々
議
論
ス
ル
時
ハ
或
ハ
厄
介
ナ
ル
介
入
意
見
モ
ア
ル
ベ
ケ
レ
バ
右
協
議
会
成

立
ニ
先
立
チ
協
定
ヲ
成
立
セ
シ
ム
ル
方
却
ツ
テ
好
都
合
ナ
ル
ベ
シ
ト
考
ヘ
ラ
ル
、

七
、
本
協
定
成
立
ノ
上
ハ
之
ヲ
紀
念
シ
日
独
医
学
協
会
ニ
於
テ
独
逸
国
医
師
指

導
統
監
ワ
グ
ナ
ー
博
士
ヲ
招
待
ス
ル
案
ア
リ
ト
ノ
コ
ト
ナ
リ
、

昭
和
十
四
年
二
月
十
五
日
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【
史
料
三
】

〔「
日
、
独
文
化
協
定
並
医
事
取
極
関
係
一
件��

２
．
医
事
取
極
関
係
分
割
２
」

+"
$
"
3

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）3FG�#�����������

（
第
一
四
一

～
一
四
九
画
像
目
）、
日
、
独
文
化
協
定
並
医
事
取
極
関
係
一
件
（#�������+�

(
�

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）〕

〔
日
本
語
版
〕

日
本
国
独
逸
国
間
文
化
関
係
ノ
完
成
ヲ
目
的
ト
ス
ル
日
独
両
国
医
師
ノ
協
力
ニ

関
ス
ル
財
団
法
人
日
独
医
学
協
会
及
独
逸
国
医
師
院
間
取
極

千
九
百
三
十
八
年
十
一
月
二
十
五
日
署
名
セ
ラ
レ
タ
ル
文
化
的
協
力
ニ
関
ス
ル

日
本
国
独
逸
国
間
協
定
ノ
趣
旨
ニ
基
キ
財
団
法
人
日
独
医
学
協
会
及
独
逸
国
医
師

院
ハ
両
国
政
府
ノ
同
意
ヲ
得
テ
左
ノ
通
協
定
セ
リ

一
、
両
締
約
当
事
者
ハ
相
手
国
ニ
於
ケ
ル
治
療
法
、
学
術
上
ノ
業
績
並
ニ
保
健
及

社
会
施
設
、
医
師
ノ
職
業
的
生
活
並
ニ
文
化
ヲ
親
シ
ク
研
究
シ
以
テ
其
ノ

知
識
ヲ
豊
富
ナ
ラ
シ
メ
両
国
医
師
間
ノ
友
好
関
係
ヲ
育
成
シ
且
其
ノ
文
化

的
特
性
ニ
対
ス
ル
両
国
民
ノ
相
互
的
理
解
ヲ
増
進
セ
ン
ト
ス
ル
両
国
医
師

ノ
希
望
ノ
実
現
ニ
対
シ
尽
力
ス
ベ
シ

二
、
両
締
約
当
事
者
ハ
恒
久
的
協
力
ニ
ヨ
リ
相
手
国
ノ
医
師
、
学
者
、
研
究
者

並
ニ
専
門
家
ノ
講
演
ヲ
自
国
ニ
於
テ
聴
ク
ノ
可
能
性
ヲ
作
リ
若
ハ
之
ヲ
増

進
セ
シ
メ
又
同
一
ノ
目
的
ヲ
追
求
ス
ル
爾
余
ノ
諸
機
関
ト
共
同
シ
此
ノ
種

講
演
ノ
準
備
ヲ
ナ
シ
講
演
者
ノ
選
択
及
講
演
題
目
ニ
付
協
議
ス
ベ
シ

三
、
両
締
約
当
事
者
ハ
相
手
国
ニ
テ
一
、
記
載
ノ
領
域
ニ
於
テ
研
究
ヲ
為
サ
ン

ト
ス
ル
希
望
ア
ル
医
師
ニ
対
シ
テ
助
言
並
ニ
友
誼
的
援
助
ヲ
与
へ
各
種
ノ

便
宜
ヲ
計
リ
且
凡
テ
ノ
施
設
ニ
付
能
フ
限
リ
配
慮
ス
ベ
シ

四
、
両
締
約
当
事
者
ハ
規
則
的
ニ
文
書
ニ
ヨ
リ
且
能
フ
限
リ
口
頭
ヲ
以
テ
左
記
事

項
ニ
付
重
要
ナ
ル
意
義
ヲ
有
ス
ル
事
実
、
事
件
、
進
歩
並
ニ
変
化
ニ
関
シ

相
互
ニ
通
報
ス
ベ
シ

一
般
保
健
政
策
、
保
健
立
法

社
会
医
学
的
及
社
会
衛
生
的
状
態
並
ニ
施
設
特
ニ
社
会
保
険

医
学
及
両
国
医
師
ノ
職
業
的
状
態

五
、
両
締
約
当
事
者
ハ
通
例
一
層
ノ
研
修
ニ
資
ス
ベ
キ
医
務
ヲ
一
時
的
ニ
施
行
シ

以
テ
其
ノ
知
識
ヲ
拡
充
シ
且
其
ノ
経
験
ヲ
交
換
セ
ン
ト
ス
ル
相
手
国
医
師

ノ
努
力
ヲ
能
フ
限
リ
援
助
ス
ベ
シ

六
、
両
締
約
当
事
者
ハ
前
条
記
述
ノ
目
的
ノ
為
学
術
的
施
設
、
研
究
所
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
病
院
及
保
健
施
設
ニ
於
ケ
ル
活
動
ヲ
仲
介
ス
ル
コ
ト
ニ
努
力
シ

此
ノ
種
交
換
ニ
当
ツ
テ
目
的
、
時
期
、
期
間
並
ニ
各
種
条
件
ニ
関
シ
テ
相

互
ノ
活
動
ガ
能
フ
限
リ
同
様
ニ
取
扱
ハ
ル
ヽ
ヤ
ウ
配
慮
ス
ベ
シ
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七
、
両
締
約
当
事
者
ハ
各
場
合
ニ
於
テ
前
記
ノ
諸
形
式
及
其
他
ノ
諸
条
件
ノ
履

行
ニ
当
リ
両
国
医
師
ニ
助
言
ヲ
与
へ
且
困
難
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ガ
除
去
ニ
努

力
ス
ベ
シ

八
、
両
締
約
当
事
者
ハ
一
般
医
師
補
習
教
育
ノ
施
設
ニ
付
相
互
ニ
通
報
シ
又
右
目

的
ニ
資
ス
ベ
キ
教
程
及
催
物
ヲ
規
則
的
ニ
通
知
ス
ベ
シ

両
締
約
当
事
者
ハ
相
手
国
ノ
医
師
ニ
対
シ
テ
此
ノ
種
適
当
ナ
ル
補
習
教
育

ノ
開
催
セ
ラ
ル
ヽ
場
合
之
ニ
妥
当
ナ
ル
条
件
ヲ
以
テ
参
加
ス
ル
ヤ
ウ
援
助

ヲ
与
フ
ベ
シ

九
、
両
締
約
当
事
者
ハ
相
手
国
ニ
於
テ
為
セ
ル
専
門
医
ト
シ
テ
ノ
活
動
ガ
自
国
ニ

於
ケ
ル
専
門
医
ト
シ
テ
認
メ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
並
ニ
其
ノ
範
囲
ニ
付
協
議
シ
且

専
門
医
タ
ル
ノ
修
業
ノ
為
サ
ル
ヽ
病
院
ノ
特
性
、
大
キ
サ
及
重
要
性
並
ニ

同
所
ニ
活
動
ス
ル
医
師
ノ
専
門
医
的
資
質
ニ
関
シ
互
ニ
之
ヲ
通
報
ス
ベ
シ

十
、
両
締
約
当
事
者
ハ
相
手
国
医
師
ノ
為
ニ
其
ノ
業
務
以
外
ニ
於
テ
モ
相
互
ニ
便

益
ヲ
計
リ
相
手
国
及
其
ノ
文
化
ヲ
知
ラ
シ
メ
且
個
々
ノ
医
師
或
ハ
医
師
団

体
ニ
対
シ
見
学
旅
行
案
内
並
ニ
之
ニ
類
ス
ル
方
法
ヲ
講
ジ
若
ハ
右
計
画
ノ

準
備
及
実
施
ノ
援
助
ヲ
為
ス
ベ
シ
、
両
締
約
当
事
者
ハ
此
ノ
目
的
ノ
為
相

手
国
ヲ
訪
問
シ
且
其
際
各
自
ノ
計
画
ノ
実
行
ニ
関
シ
相
手
国
医
師
団
体
ノ

援
助
ヲ
得
ン
ト
ス
ル
希
望
ヲ
有
ス
ル
自
国
ノ
凡
テ
ノ
医
師
ヲ
遅
滞
ナ
ク
相

互
ニ
通
知
ス
ベ
シ

両
締
約
当
事
者
ハ
本
取
極
ニ
記
載
セ
ラ
レ
タ
ル
目
的
ヲ
以
テ
相
手
国
ヲ
訪

問
セ
ン
ト
ス
ル
医
師
ニ
対
シ
テ
旅
行
及
其
ノ
他
ノ
便
宜
ノ
供
与
セ
ラ
ル
ヽ

ヤ
ウ
取
計
フ
ベ
シ

十
一
、
両
締
約
当
事
者
ノ
幹
部
ハ
相
互
ニ
親
シ
ク
接
触
ヲ
計
リ
常
ニ
両
国
医
師
ノ

友
好
関
係
ヲ
結
合
シ
且
之
ヲ
育
成
ス
ル
ヤ
ウ
努
力
ス
ベ
シ

十
二
、
医
師
ノ
国
際
的
協
力
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
殊
ニ
国
際
会
議
ニ
際
シ
両
締
約
当

事
者
ハ
一
致
協
力
ヲ
計
ル
ヤ
ウ
協
議
ス
ル
ニ
努
ム
ベ
シ

十
三
、
両
締
約
当
事
者
ハ
夫
々
両
国
政
府
当
局
以
外
医
学
、
保
健
及
社
会
的
方
面

ニ
於
テ
文
化
交
換
ニ
関
与
ス
ル
自
国
ノ
爾
余
ノ
凡
ユ
ル
組
織
、
施
設
及
関

係
者
ト
規
則
的
ニ
協
力
ス
ベ
シ

両
締
約
当
事
者
ハ
特
ニ
在
東
京
日
独
文
化
協
会
並
ニ
在
伯
林
日
独
協
会
ト

絶
ヘ
ズ
緊
密
且
恒
久
的
ナ
ル
連
絡
ヲ
保
持
ス
ベ
シ

十
四
、
両
締
約
当
事
者
ハ
或
機
関
若
ハ
事
務
所
若
ハ
一
個
人
ニ
本
取
極
ノ
実
施
ノ

為
ニ
果
サ
ル
ベ
キ
実
際
的
任
務
ノ
履
行
ヲ
委
任
ス
、
右
ノ
代
行
機
関
及
代

行
者
ハ
相
互
ニ
通
知
セ
ラ
ル
ベ
シ
、事
務
ノ
施
行
ニ
当
リ
テ
ハ
特
ニ
通
知
、

報
告
、
及
文
献
、
法
規
等
ノ
送
付
ニ
依
リ
規
則
正
シ
ク
相
互
ニ
通
報
ス
ル

ノ
任
務
ヲ
有
ス

両
締
約
当
事
者
ハ
尚
本
取
極
中
ニ
記
載
サ
レ
タ
ル
領
域
ニ
於
テ
両
国
ノ
専
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門
的
若
ハ
其
他
ノ
雑
誌
中
ノ
論
文
ヲ
相
互
的
ニ
発
表
ス
ル
コ
ト
ヲ
仲
介
ス

ベ
シ

十
五
、
両
締
約
当
事
者
ハ
本
取
極
ヲ
両
国
ノ
文
化
的
協
力
ノ
育
成
ニ
資
ス
ベ
キ
此

ノ
種
協
定
ト
適
当
ニ
関
連
セ
シ
ム
ル
ニ
努
ム
ベ
シ

十
六
、
本
取
極
ハ
三
年
間
効
力
ヲ
有
ス

右
期
間
満
了
ノ
六
ケ
月
前
ニ
廃
棄
ノ
通
告
ナ
キ
時
ハ
本
取
極
ハ
尚
一
年
間

効
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

十
七
、
本
取
極
ハ
署
名
ノ
時
ヨ
リ
実
施
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ト
ス

本
取
極
ノ
実
施
ニ
付
必
要
ア
ル
場
合
ニ
ハ
両
締
約
当
事
者
ハ
特
別
ノ
取
極

ヲ
締
結
ス
ベ
シ

右
証
拠
ト
シ
テ
下
名
ハ
両
締
約
当
事
者
ノ
正
当
ノ
委
任
ヲ
受
ケ
本
取
極
ニ

署
名
セ
リ

昭
和
十
四
年
六
月
二
日
即
チ
千
九
百
三
十
九
年
六
月
二
日
東
京
ニ
於
テ
日
本
語

及
独
逸
語
ヲ
以
テ
本
書
二
通
ヲ
作
製
ス

財
団
法
人
日
独
医
学
協
会
会
長

医
学
博
士

石
橋
長
英

独
逸
国
医
師
院
外
国
部
長
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FTVOEIFJUTWFSX

BMUVOH�[V�WFSN
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�TPMDIFO�
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VTUBVTDI�EBGÛS�[V�TPSHFO�EBTT�EJF�CFJEFSTFJUJHF�5

ÅUJHLFJU�

JO�#
F[VH�BVG�;

X
FDL�;

FJUQVOLU�;
FJUEBVFS�#

FEJOHVOHFO�VOE�

7PSBVTTFU[VOHFO�N
ÖHMJDITU�HMFJDIBSUJH�HFTUBMUFU�X

JSE�

���4JF�X
FSEFO�JO�KFEFN

�'BMMF�EJF�"
FS[UF�CFJ�EFS�&SGÛMMVOH�EFS�

WPSHFTDISJFCFOFO�'PSN
BMJUÅUFO�VOE�TPOTUJHFO�7PSBVTTFU[VOHFO�

CFSBUFO�VOE�TJDI�VN
�EJF�#FTFJUJHVOH�FUX

BJHFS�4DIX
JFSJHLFJUFO�

CFN
ÛIFO�

���4JF�X
FSEFO�TJDI�HFHFOTFJUJH�ÛCFS�EJF�&JOSJDIUVOHFO�EFS�

BMMHFN
FJOFO�ÅS[UMJDIFO�'PSUCJMEVOH�VOUFSSJDIUFO�VOE�TJDI�

SFHFMN
ÅTTJH�EJF�-FISHÅOHF�VOE�7FSBOTUBMUVOHFO�N

JUUFJMFO�EJF�

EJFTFN
�;X
FDLF�EJFOFO��4JF�X

FSEFO�EFO�"
FS[UFO�EFT�BOEFSFO�

-BOEFT�CFIJMGMJDI�TFJO�[V�BOHFN
FTTFOFO�#

FEJOHVOHFO�BO�

HFFJHOFUFO�'PSUCJMEVOHTN
ÖHMJDILFJUFO�EJFTFS�"

SU�UFJM[VOFIN
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FSEFO�TJDI�EBSÛCFS�WFSTUÅOEJHFO�PC�VOE�JOX
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�FJHFOFO�-BOEF�BOHFSFDIOFU�X
FSEFO�

LBOO�VOE�TJDI�EB[V�ÛCFS�EJF�&JHFOBSU�(
SÖTTF�VOE�#FEFVUVOH�EFS�

,
SBOLFOBOTUBMUFO�JO�EFOFO�EJF�GBDIÅS[UMJDIF�"

VTCJMEVOH�FSGPMHU��

TPX
JF�ÛCFS�EJF�GBDIÅS[UMJDIF�2

VBMJUÅU�EFS�BO�JIOFO�UÅUJHFO�"
FS[UF�

VOUFSSJDIUFO�

����4JF�X
FSEFO�TJDI�EFS�"

FS[UF�EFT�BOEFSFO�-BOEFT�BVDI�

BVTTFSIBMC�JISFS�CFSVGMJDIFO�5
ÅUJHLFJU�BOOFIN

FO�JIOFO�EJF�

,
FOOUOJT�EFT�-BOEFT�VOE�TFJOFS�,

VMUVS�OBIFCSJOHFO�VOE�EB[V�
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BTTOBIN
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FS[UFO�CFJ�EFS�7

PSCFSFJUVOH�VOE�%
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7PSIBCFO�CFIJMqJDI�TFJO��4JF�X
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FS[UF�JISFT�
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VOTDI�IBCFO�EBCFJ�EJF�ÅS[UMJDIF�,
ÖSQFSTDIBGU�

[VS�%
VSDIGÛISVOH�JISFT�7PSIBCFOT�JO�"
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